
第７回インフラメンテナンス大賞

受賞者

コメント

団体概要

問い合わせ先

厚生労働省

インフラテクコン事務局 岩佐/岡野
アイセイ株式会社内 03-6806-7281
info@infratechcon.com

インフラマネジメントテクノロジーコンテスト実行委員会

  日本ファシリティマネジメント協会 中川均（実行委員長）

  アイセイ（株）岩佐宏一（実行副委員長）

 （株）駒井ハルテック 本間順（イベント企画運営部会長） 

 （一社）Water-n 奥田早希子（PR部会長） 

 （株）ガイアート 渡邉大介（競技企画部会長）

  アイセイ（株） 岡野登美子（運営事務局）

１５

インフラマネジメントテクノロジーコンテスト（以下イン
フラテクコン）は、インフラが抱える様々な課題を解決する
ための技術やアイデアで競う、高等専門学校生（以下高専
生）を対象としたコンテストである。
インフラテクコンを通して私たちの生活基盤であるインフ

ラの大切さを高専生に知ってもらい、自ら課題解決に取り組
むことにより、インフラに関わる若い層の裾野を広げていく。
また、インフラテクコンの作品はアイデアで終わらず、アイ
デアからの創発により、社会実装、地域活性化さらに社会全
体の発展に広がることを将来の姿としている。

アイデアをまとめるには、自ら生活する地域の視点でインフ
ラの身近な課題を調べる必要があり、この過程でインフラを自
分事化し、インフラやメンテナンスの重要性について、自然に
理解を深められる仕組みとしていることが特徴である。また、
「どうすれば安心して住み続けられるのか？」「みんなで守る
方法はないのか？」という広い視点でアイデアを求めることで、
土木建築技術だけでは超えられない分野横断的な発想、地域に
根差した若手が関わることによる地域社会への貢献や担い手の
育成に繋がり、多面的で高度なインフラを支えるスキームが形
成されると考えられる。

高専生をはじめとする若者が本コンテストに参加し、地域の
インフラに関わる課題を認識し、地域での活躍の場を知ること
で、将来高い専門性をもつ技術者を目指すきっかけになる地域
貢献性と、従来の学生と企業のマッチングとは違った新規性が
評価された。

水道分野
インフラマネジメントテクノロジーコンテスト
（略称：インフラテクコン）

ありがとうございます！

このような素晴らしい賞をいただけたこと、今後も

継続した活動となるエネルギーになります。選考い

ただいた皆様、インフラテクコンに参加いただいた

学生や先生、応援いただいている企業、そして実行

委員や審査委員のみなさま、みなさまに感謝です！

インフラは「みんなのモノ」をモットーに、イン

フラの様々な課題について産官学民みんなで解決し

たいという熱い思いに引き寄せられて2020年イン

フラテクコン実行委員会を結成しました。インフラ

テクコンを通して、産業の活性化から若い世代の裾

野の拡大へ発展させていきます。応援をお願いしま

す。

特別賞

コンテスト作品（動画集）

交流会プレゼンタイム

インフラテクコン交流会

メンテナンスを支える活動部門
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